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●喉元すぎれば…熱さを忘れる社長
売上の激減により借入金の返済ができず、自宅と
会社の土地建物がすべて競売にかかってしまった。

何度も送達されていた“催告書”を社長が持った
まま無視を続け、社員にも家族にも話さないまま対

応しないまま放置していた。そして４ヶ月後、裁判
所から“競売開始決定通知書”が送達されてきた。

債権者の催告書を無視して会うこともせず放置し
続けていた結果、自宅と会社の土地・建物が競売に
かけられたのだ。

たまたま遊びに来ていた娘がその書類を見つけた
ことで発覚したのだが、仰天した家族は一家の一大

事ではと親戚に相談することにした。

改札期日まであと１ヶ月に迫っており、残すには、
債権者と交渉して取り下げてもらうか…、親戚に頼

んで競売に入札して落札するか…の方法なのだが、
後者は必ず競売を落とせるという保証はなく見かね

た親戚が弁護士に頼んで、取り下げをしてもらうた
めの金額を交渉してもらうことになった。

親戚がお金を工面しどうにか和解が成立し競売の取り
下げをしてもらったものの「ありがとう」の言葉だけで、

立て替えてくれた和解金の返済方法を話し合う様子は全
くナシだ。

「忘却とは 忘れ去る事なり｡ 忘れ得ずして 忘却を誓う
心の悲しさよ…」という有名な台詞がありました。忘れ
たいと思っていてもどうしても忘れられない出来事に苦

しむ悲しさを表現したものだ。
親戚や家族に、散々迷惑をかけたうえに経済面でもお

世話になったことなどカラっと忘れて、何事もなかった
かのようにしている社長。

結局すべての問題は先送りとなり、これからどうする
かを具体的に示すこともないまま、未だに何も解決して

い。しかし、新たな借金生活が始まっていた。

●資金繰りを社員任せにして逃げるまわる社長
ジリジリと売上が減少。営業ができるのは創業者の社
長だった。ところがこの社長の営業に問題があった。

大きな引き合いがあると顧客の与信調査も十分にしな
いで取引を開始してしまうのだ。殆どの顧客は地方の都
市に散在しているので、営業費用だってバカにならない

し、商品が重量物なだけに運送費がかかる。ところが、
なぜか買主負担にせず売主負担だから、取引が開始する

と運送会社への支払い負担が大きな金額になる。
しっかり回収できないまま顧客が倒産。売ってはいけ

ない顧客に売っているのだから当たり前の話だ。運送費、
仕入資金の支払いのため再び借り入れが必要になる。

こんなことを繰り返していたのでは、商品にお金をつ

けて納品しているようなものだ。いくらお金があっ

ても足りるわけがない。
経理担当社員が、販売先の調査を厳しくしてほし

いと、社長に対して何度も具申しているのに一向に
改善してもらえない。おかしな話なのだが、社長は

資金繰りにほとんどタッチせず、支払い資金が足
りないことを告げると何処かから借りてきて「これ

で足りるか？」と、調達してきた現金を経理担当者
に預けるというのだ。

経理担当者が会計事務所の先生に相談して「もっ
と抜本的に経営のあり方を考え直すように社長に指

導してほしい…」と言っても、「資金繰りは経理は
任せてあるのだから…」と、先生の言葉にさえもき
ちんと耳を傾けない。結局は、会計事務所から顧問

契約の解除の通知が届くこととなり、経理担当者か
らも辞表が退出された。

それから半年後に会社は倒産。整理の過程で見え
てきたことは、借入金は金融機関からではなく親戚

や２０人に及ぶ旧友達からから借りまくっていたこ
とがわかった。

●引き際の決断ができない社長…家族が犠牲に！
中小零細企業の経営者は「家族を守る経営」を基本に

しなければいけない。自宅が自己所有であろうが賃貸で
あろうがそれが問題なのではない。事業と家庭との財布

を別々にしているかどうかが問題なのだ。
特に、会社の債務が家庭経済に影響を及ぼさないよう
にしておくことは、家族が一番あんしんして生活できる

基本的条件であるのだ。妻子を連帯保証人にしなければ
借入出来ないのであれば、その借入はしてはいけない借

入なのだが「事業継続のために…」と妻に懇願して強引
に連帯保証人にしているようでは、経営者に与信力がな

いわけだから経営すら危ぶまれる。
不景気が続く昨今、経営を継続するべきか止めるべき

かは資金に余裕があるときに早めに決断し、
「家族を守る」ことが出来るようにたっぷ

り時間をかけて準備をしておきＸデーを迎
えるべきだ。引き際の決断が出来ない経営

者の家族の悲惨さは、目を覆いたくなるほ
ど想像を絶するモノがある。
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◆資金繰りがきつい…さぁ…どうする？
呆れかえるほどの手口が次々と暴かれる

“金融ゲーム”の失敗は、コツコツ真面目に
働く中小零細企業経営者と、そこで働く社員
や家族がどれほど苦しんでいることか…。
不動産の流通量が８０％も減少しました。
不動産の取引量が一気に４分の１になったわ
けです。その状況は自動車、電機などの業界
においても希有なことではなく、特に製造業
では顕著です。
これまでの不況のように売上がジリジリと
減少していくという状況ではなく、売上高が
半分や３分の１になるというのですから、今
までの資金繰りでは容易には対応できないこ
とは経営者の最大の悩みです。
政府は「金融円滑化ホットライン」を設置
して中小零細企業経営者が経営を断念しない
ように呼びかけてはいるものの、現実的に金
融機関の窓口に相談に行っても期待通りの対
応がしてもらえない。また、金融機関の貸し
渋りがないように「金融検査マニュアル」を
策定しているようです。
だが、中小零細企業経営者にとかく欠けて
いることは、日常的に「金融対策」を考慮し
た財務資料が準備できていないことです。
だから、急激な資金繰り対応が必要な場合
には厳しいものがあります。

◆備えあれば…雨傘は晴天の時に準備する
日常的な「金融対策」とは、中小零細企業では経営者
がしなければならない一番大切な仕事なのです。経営が
順調である時には当然のことながら金融機関からの融資
も受けやすいし、金融機関ら借りてほしいといってくる
でしょう。特にいまの時期は利率も低く、借りている間
の利息は経費としてみても安くつく。資金繰りが苦しく
なってから慌てても金融機関は貸してくれない場合だっ
てあります。
①経営が順調で資金が潤沢なときに借入しておく。
②借入金は“小口で数口”にして借りておく。
③借入金は“固定性預金”に換えない。
④借入金は「モノ」に換えない。無駄遣いしないこと。
⑤借入金は借入した金融機関には全部預けないこと。
⑥制度融資のような利息補填のある借入に切り替える。
⑦経営が順調なとき“当座預金”と“リース”を廃止する。
⑧経営が順調なときには“不言の言”に耳を傾ける。
これらのポイントは、金融面では、万一の時に備えて
余裕のある流動資金確保しておき、金融機関から制約を

受けずに資金を動かせるようにしておくことで
す。

◆不振なとき…社外スタッフを活用できる？
万一の時になると社長は孤独です。そんな時
こそ、知恵を借してくれる社長の社外ブレーン
が必要になってきます。
資金繰りが苦しくなったとき、多くの経営者
が先ず考えるのが経費の削減のようです。
経費削減の真っ先にあがるのが“交際費”と
“社員給料”“外注費”“コンサル料”だとい
います。“社長報酬”を削減するのが一番あと
回しになっている会社もあります。「不合理な
税制により経費としてみられなくなるから…」
「給料の中から個人的な返済をしなければなら
ないから…」という理由らしいのですが、社内
の士気が低下するだけで、経営不振を機にして
ドンドン閉鎖的に縮んでいく姿がイメージでき
ます。
不振なときこそ必要なことは“第三者の目”
をもって経営状態を分析し、業界の内外の企業
の動きを的確に情報収集して全てを融合させる
ことなのです。
コンサルタント等の社外スタッフとの縁を絶っ
て、大変な状況を悟られまいとして、ついつい
見栄を張りつづけているようでは、難局を切り
抜けることは出来なくなってしまいます。

◆社外スタッフと共に鳥瞰の視点でとらえる…
ちょうかん

社外スタッフは鳥のような大空から観る視点をもって
います。それは、他の多くの企業との接点がありますか
ら、経営者にはない貴重な情報をもっていますので、そ
れがときには“不言の言”となり、混沌とした迷いの中
を漂っていた社長の“目の鱗を取る”ことになり、難局
の突破口を見いだすことになるのだと思います。
社長は「風の谷のナウシカ」の“ナウシカ”になって、
大空から自分の会社と家族、社員、取引会社、競合会社、
その他の社会を見おろしている自分をイメージしてみて
ください。
そうすると、今までの自分の足跡（過去の経営状態）
も見えてくるでしょし、今の自分の姿、これから進もう
とする自分の姿も見えてきます。
これから神風が吹いて景気が一気に回復することは諦
めましょう。社外スタッフは、社長にとっての不死鳥
（フェニックス）なのです。不死鳥は近くにいます。
今からでも遅くはありません。フェニックスの背中に乗っ
て鳥瞰の視点で冷静にとらえ、ご自分の迷いを払拭し、
決断と実行をしてください。
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（英：Ｈｏｌｏｎｉｃ）全体（ホロス）と個（オン）の合成語。
すなわち組織と個人が有機的に結びつき全体も個人も生かすような形態を言う。生物
は個々の組織が自主的に活動すると同時に独自の機能を発揮する一方でそうした個が調
和して全体を構成する （小学館「カタカナ語の事典」より）
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◆ＰＳＣマーク…

ＰＳＣのＰはProduct（製品）、Ｓ

はSafety（安全）、ＣはConsumer

（消費者）を表わしています。
昭和48年に出来た法律ですが、一

般消費者の生命や身体に対し、特に

危害を及ぼす恐れが多いと認められ

る製品に付けられるマークです。

住宅関連製品には、ジェット噴流

バス等、屋内式ガス瞬間湯沸器（都

市ガス用、ＬＰガス用）、屋内式ガ

スふろがま（都市ガス用、ＬＰガス
用）、石油給湯機、石油ふろがま、

密閉燃焼式石油温風暖房機、ビルト

イン式電気食器洗機、浴室用電気乾

燥機などのように、長期間の使用に

伴い生ずる経年劣化で安全上に支障

が発生し、危険を伴うような機器に

対して「長期使用製品安全点検制度」

が設けられています。
昨年、一昨年に発生したガス給湯

器による死亡事故に

伴って、より安全な

機器類の管理点検義

務が求められるよう
になってきました。

また、最近では、

扇風機、エアコン、

換気扇、洗濯機、ブラウン管テレビ

などからの出火事故も多く、新たに

付け加えられました。

◆賃貸住宅に設置の機器の安全

毎日のように「ガス暖房機の回収

にご協力を…」と、視聴者に向けて

呼びかけをしていたテレビＣＭは記

憶に新しいことでしょう。製造した

機器がどの家に設置されているのか

をメーカーが知ることによって、

“経年劣化”した製品の定期点検が
出来るようになります。

平成２１年４月１日から法改正が

あり、その安全管理を徹底させるた

めに、新たに住宅を販売したとき設

置した設備機器に対し、建築業者や

販売業者はＰＳＣマークについて購

入者に対して説明するとともに、設

置製品のメーカーに対して設置して
いること届け出することになってい

ます。

アパート経営者が所有する部屋に

設置してある設備機器が原因で死亡

事故などが発生したら大変なことに
なってしまいます。

現在、各部屋に設置してある機器

類の点検は十分怠りのないようにし

ておかなければなりません。

◆貸し主の管理責任のリスク

アパート、マンション経営は管理
が行き届いていることも大きな差別

化になってくる時代です。

借家人の“善管義務”を求める以

前の問題として、貸し主として、賃

貸するうえで欠かせない“管理責任”

を怠らないよう、管理業務会社に任

せることも必要になってきます。

当然のことながら、何を管理して
もらうのか、契約内容に“ＰＳＣ”

についての項目が記載されているか

どうかも重要なポイントです。

築10年以上の建物を所有している

オーナーは経費がかかるからなどと

暢気なことを言っていては危険です。

今すぐにでも総合的な点検を…。

＝消費生活用製品安全法＝
賃貸住宅の設備機器の安全点検は？

不動産コーディネーター 豊田泰幸

景気対策の一環として規制緩和を推進
してきた日本。その流れに身をおいてき
た立場としては、規制撤廃は自由へのパ
スポートのように見えました。
しかし、昨今の派遣社員の雇い止めを
きっかけとする事態に、規制を緩和した
のは正しかったのか、その基準はどうあ
るべきなのか、いま一度振り返るべきで
はないかと感じます。
先月ご紹介した「The Return of Depr

ession Economics and the Crisis of 2008」から、今月は
規制の見直しについてご紹介したいと思います。
先月は、金融危機による不景気を乗り切るためには、銀
行への資本投入による融資の正常化と公共事業による景気
刺激が必要だという意見を書きました。クルーグマン氏は、
それらの施策により、景気が落ち着いてきたら、規制を見
直すべきだと主張しています。
グルーグマン氏が問題視しているのは、シャドー・バン
キング・システムです。
法制上、銀行に分類されていない金融機関が果たしてい
る機能のことを指します。
具体的に、オークション・レート証券の例で考えてみま
しょう。オークション・レート証券は、もともと３０年な
どという長期債券として売り出されます。
そして、週に一度などの割合で定期的にオークションが
開催されます。オークションでは、オークション・レート
証券を手に入れたい投資家が入札し、手放したいと考えて
いる投資家から権利を譲り受けることになります。
このとき、利率は次のオークション開催までの期間限定

で、短期金利を考慮して、決められます。
しかし、手放したい投資家がいるのに、手に入れたい投
資家がいない場合、利率はペナルティ利率として15％など
の高利率になります。
このオークション・レート証券はすばらしい商品に見え
ます。発行側は、短期利率で長期債券を発行したことにな
りますし、投資家は預金よりも高い利率を得ることができ
る上、現金が必要になればオークションに参加すればいい
だけなので、現金に近いかたちで、運用できます。
そのため、人気が高くなり、ピーク時には、4000億ドル
(約36兆円)もの商品が流通していました。

しかし、問題なのは、オークションで取引が成立しない
ことを想定していなかった点です。実際、2007年に発覚し
たサブプライム問題をきっかけとする金融不安から、2008
年に入り、オークションが成立しなくなりました。その結
果、金融商品の特長であるはずの流動性がなくなったわけ
です。投資家からすると、「聞いていた話と違う」という
ことになり、販売した金融機関は換金を迫られ、多額の資
金が必要になりました。
その結果がご存知のように、ＡＩＧなどの大手金融機関
でさえ、公的資金を受けなければ存続できなくなりました。

オークション・レート証券を販売していた金融機関は、
法規制上、銀行に入りません。流動性準備金も資本も銀行
預金保険加入も、なにも義務づけられていないのです。だ
から、一般の銀行が有するセーフティネットがありません。
しかし、経済機構のなかで重要な役割を果たし、経済危
機に陥れば救済されなければならない金融機関は、銀行と
同じであり、銀行と同じような規制を受けるべきだという
のが、グルーグマン氏の考える法規制の基準です。
とりあえず、今の金融危機を乗り越えることが最優先で
す。しかし、同じ過ちを繰り返さないための改善も忘れて
欲しくないものです。

World Now
＝金融機関に必要な規制とは？＝

●“医食同源”は、健康管理の真理
昭和５４年に実業之日本社が発行した単行本に、

「３６５日の処世訓」というのがある。

読み返すと、時の財界人たちそれぞれの健康管

理法が拝見でき、とても参考になる。

「癌の予防には、食事はなるべく多くの食材を摂

るように心がけ、限られた食材に偏らぬこと。し

かる上で、腹八分めに抑えること」という調子で

ある。

たとえば真珠王の御木本幸吉翁は、「あと一口

食べたい」というところで箸を置く。これが長命

の秘訣と言い、節食に心がけている様子もわかる。

これなどは現代にも、そしてこれからもそのま

ま、通用する予防の絶対法則ではあるまいか。

ある団体の経理部長は、経理マンに似ず豪快な

人というのが組織の定評だった。象徴的なのは、

彼の飲食ぶりだった。昼食は二人前をペロリと平
らげる。仲間と飲むときも、一人でビール大瓶３

本は当り前。ラーメンも二人前が当り前。

しかし彼の最期は壮絶だった。眼窩にガンをわ

ずらい、眼球摘出手術を受けて、いったんは退院

したものの、最後はガンが脳に転移し、本人はす

でに無意識ながら、「はたから見ると、狂い死にそのも

のだった」と聞いたことがある。

無謀な飲食の弊害の及ぶ範囲は、何も胃腸など消化器

系に限らないようだ。

ところで森繁久弥さんが、映画の"三等重役"シリーズ

で活躍していた頃、名脇役として彼を支えていた俳優の

加東大介さんは、「ぼくは１日に、２リットルの牛乳を

飲んでいます。ガン予防にいいそうだから」と語ってい

たが、その加東さんも、ガンで亡くなった。

●１日２５種以上の食材が健康の源
ミネラルとビタミンは、ガンの予防で特筆すべ

きもの、というのが私の認識である。

その認識の上で私は、「EBIOS」と「ビタミンC」
の補給に心がけている。

じつは「EBIOS」は、ミネラルのエッセンスみ

たいなもので、カルシゥム、鉄、カリウム、マグ

ネシゥム、ナトリウム、リン、銅、亜鉛、マンガ

ン、セレン(セレニウム)などが含まれる。特にセ

レンは、100g中に92μgも含まれている。

この「セレン」と「カルシウム」に、特にガン

の予防効果が認められるという。

これは、大妻女子大学の池上幸江教授が、研究

した結果に基づくものである。

「一日に２５種類以上の食材を摂っておれば、ミ

ネラル不足に陥ることはありません」ということ

だが、「それでもセレンだけは、補給したほうが

いい」という。

ところで、濃度の濃いミネラル水をバカ高く売

る業者や医者がいるが、あれはインチキに近い。

ある医者なんか、保険料をごまかして、保険医

の停止処分さえ受けているほどである。

高濃度のミネラル水を飲み、"ミネラル過剰症"

にかかる人も少なくない。たとえば、原因不明の
ヘルペスにかかったり、風邪をひきやすくなるな

ども、この症状の一つである。

ビタミンＣは、多く飲むほどいいという、大量

補給を売り物にする医者もいるが、これはマユツ

バもの、というのが最近の研究である。

大量摂取がいいと言い始めた人は、ノーベル賞学者の

ボーリング博士(当時オレゴン州立大学)だ。この先生が、

「ビタミンＣの大量摂取が、ガンに効く」と言ったもの

だから、世界中にこれを鵜呑みにした医者が、同じこと

を言い始めたらしい。

しかし医学は進歩する。その後開発された"二重盲検法

"と呼ばれる検査の結果、そんなことはありません、とい

うのが最近の学説である。むしろ大量摂取は"腎臓結石"

などの障害を伴いやすいというのである。

というわけで私は、「EBIOS」と「総合ビタミン剤」を、

毎日摂っている。

(●ミネラルの過不足は、毛髪の

郵送検査で簡単にわかる。ネッ

トをご参照あれ)
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